
　志賀町選挙管理委員会では、有権者の皆さんの利便性を高め、投票率
向上のため、次回の選挙から、一部の投票区（第１、第２、第３、第５の
各投票区）で投票所・投票区域を変更します。
  皆さんのご理解とご協力をお願いします。（次回の選挙は、平成31年４月に
石川県議会議員選挙、志賀町議会議員選挙の執行が予定されています）

問志賀町選挙管理委員会　☎ 32-1111

一部一部のの投票所・投票区域投票所・投票区域をを変更変更しますします
みんなで守ろう
明るい選挙き れ
い な

一 票

変更後の投票区・投票所

投票所が変更となる区

区　名
投票区・投票所

変 更 前 変更後

高浜町８区
高浜町９区

第２投票区
保健福祉センター

第１投票区
高浜保育園

東　旭
第１投票区
高浜保育園

第３投票区
志賀小学校

高浜町７区、ハマナス
新大念寺、みらいとうぶ

第３投票区
大念寺会館

第３投票区
志賀小学校

ロイヤルシティ
矢蔵谷（志賀の郷）

第５投票区
志加浦保育園

第２投票区
保健福祉センター ※

投 票 区 投 票 所 区 　域

第１投票区 高浜保育園 高浜町１区～６区、８区～１１区、旭ヶ丘、あすなろ

第２投票区 保健福祉センター  ※
川尻、末吉、神代、矢蔵谷、ロイヤルシティ、矢蔵谷（志賀
の郷）

第３投票区 志賀小学校 高浜町７区、ハマナス、新大念寺、東旭、みらいとうぶ

第５投票区 志加浦保育園
町、安部屋、安部屋営団、上野、大津、小浦、百浦、志賀の
郷住宅団地

※ 平成 31 年４月に執行予定の石川県議会議員選挙、志賀町議会議員選挙は、保健福祉センターが改修工
事中のため志賀町役場に変更の予定です。
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火災・救急・救助は 119 番！
問志賀消防署　☎ 32-1776　問富来分署　☎ 42-1211

安全・安心な冬を過ごすために ･･･安全・安心な冬を過ごすために ･･･

ヒートショックにご注意！！ヒートショックにご注意！！

　暖房器具を使用する機会が多くなる季節を迎えました。
　今一度、暖房器具の安全な取扱い方法を確認し、防火に努めましょう。

ヒートショックとは…
　冬期は屋内外の気温差が大きく、屋内であっても居間と脱衣所や浴
室などでは、温度差が 20 度近くになることもあります。このような
温度差は血管を縮めたり広げたりして、血圧を激しく変動させます。
血圧の急激な上昇・下降によって、意識を失ったり、心筋梗塞や脳梗
塞などを引き起こすことを「ヒートショック」と言います。

1　浴室やトイレへ行く際は、上
着をはおったり、靴下やス
リッパを履くなどして体を冷
やさない。

2　脱衣室は暖房などで温めてお
く。

3　入浴前に浴槽のフタを開けて、
浴室全体にお湯をかけて温め
ておく。

4　お風呂のお湯は 39～ 41 度
くらいのぬるめにしておく。
42度以上の熱いお湯だと血
管が拡張し血圧が下がってし
まうので注意が必要です。

血圧 昼間：温かい 脱衣所：寒い 浴室：寒い 浴槽：熱い
高い

低い 血圧安定 血圧上昇 血圧さらに上昇 血圧急下降

ポ イ ン ト

♥♥

♥♥

♥♥

♥♥

予防予防のの

１　電気ストーブなどの周りは、常に整理整頓を
　　布団、衣類、雑誌などの可燃物が電気ストーブなどの近くに置いてあると、
ちょっとしたはずみで可燃物が接触し出火するおそれがあります。

２　就寝時やその場を離れる時はスイッチを切る習慣をつける
　　寝返りなどで布団が電気ストーブなどに接触し火災になるおそれがあるの
で、寝る時やその場を離れる時は、スイッチを切る習慣をつけましょう。

３　燃えやすい物の近くで電気ストーブ等を使用しない
　　カーテンのそばで使用したり、電気ストーブ等の近くに洗濯物を干したりす
ると、電気ストーブ等に触れて火災になるおそれがあります。

４　使用しない時は電源プラグをコンセントから抜いておく
　　何かの拍子に誤って電源スイッチが入ってしまい、近くの可燃物に着火し、
出火するおそれがあります。

５　電源プラグや電源コードを点検する
　　電源プラグや電源コードから出火する火災も発生しています。電源
コードなどを定期的に点検し、断線や極端な折れ曲がり等がある場合
は使用を中止し、販売店等に相談しましょう。
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより－ Lifelong Learning－　生涯学習だより
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問生涯学習課　☎32-9350

《
新
春
増
刊
号
》

　「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として、毎月 27 日までに
送付してください。（連絡先必須）紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。
■宛先／〒925 -0198 志賀町末吉千古 1-1　志賀町教育委員会 生涯学習課まで
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が
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問志賀町立図書館　☎32-1740
問町立富来図書館　☎42-2777

◆おすすめの本◆
○ 牧子、還暦過ぎてチューボーに入る 　　   内館　牧子
病気を寄せつけない食べ方とは。大病を経験した著者が、食は
命と直結していることに気づき、体が喜ぶ、おうちごはんのあ
りがたさについて日々感じていることをまとめた１冊です。

○ リトルガールズ 　　　　　　　　　　   錦見　映理子
ヌードモデルになってほしいと迫られる中年教師、女友達への
気持ちに戸惑う女子中学生、夫を好きになれない妻…。恋と人
生の輝きを「理由のわからないパワフルさ」「爽やかな読後感」
で描く。第 34 回太宰治賞受賞作。

◆新着の本◆
【一般書】
○ 救済 長岡　弘樹
○ 熱帯 森見登美彦
○ 左遷操作　法の壁 翔田　　寛
○ フーガはユーガ 伊坂幸太郎
○こちら横浜市港湾局みなと振興課です 真保　裕一
○ はつ恋 村山　由佳
○ 大人の流儀８　誰かを幸せにするために 伊集院　静
○ラストライン 堂場　瞬一
○ 池上彰の「どうしてこうなった？」 池上　　彰
○命の限り、笑って生きたい　瀬戸内寂聴・瀬尾まなほ
【児童向け】
○ ねずみくんのおくりもの　　　    つちだよしはる
○ ユンボのいる朝　　　　　　　　　　麦野　　圭

◆新着のDVD◆
○フィフス・エレメント　ブルース・ウィリス・出演

◆新着の CD◆ 
○ THE JSB WORLD　BEST ALBUM  2010 TO 2017

三代目 J Soul Brothers from EXILE TRIBE

【おはなし会】１階・絵本コーナーにて
日　時：１月16日㊌　16:00～17:00

【ボランティアおはなし会】 1階・絵本コーナーにて
日　時：１月26日㊏　14:00～

休館日　12月28日㊎～１月４日㊎
１月７日㊊・14日㊊㊗・21日㊊・28日㊊
蔵書点検のため１月28日㊊～２月４日㊊

問志賀町児童館　☎ 32-1724

1 / 12日土 14:00 ～
※要事前予約

1 / 19日土 14:00 ～
※要事前予約

1 / 16日水 10:30 ～
1 / 30日水 10:30 ～

こども教室こども教室「静電気の不思議」「静電気の不思議」

どうして静電気はおきるの？
冬になるとおこりやすい静電気を
実験しよう！ ( 定員：15 人 )

講 師：北陸電力職員
対 象：小学生

　 新春お茶会

気軽にお茶を楽しみましょう。
保護者の方もご一緒にお楽しみく
ださい。

指 導：児童館職員

親子リトミック遊び親子リトミック遊び
ピアノの生演奏に合わせて親子で
楽しく体を動かしたりスキンシッ
プをしましょう♪（定員：20 組）

指 導：松本  有美 先生
対 象：乳幼児親子

開館時間　9:00 ～17:30

休館日   12月29日㊏～1月３日㊍、  １月14日㊊㊗・20日㊐

平日 9:30 ～ 18:00
土日祝 9:30 ～ 17:00

志賀・富来図書館

会会

福ＢＯ
ＯＫ

年始恒例！「福ＢＯＯＫ」あります。
３冊セットで貸出し、
中身はお楽しみに♪
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謹んで新年のお慶びを申し上げます。　
本年も、ハローワーク羽咋は、皆さまの
「働く」ことへの支援を行っていきます。
　新しい年を迎え、皆さまも新たな気持ちや思いで、
毎日を過ごしていることと思います。
　 その中には、お仕事に関する思いはありませんか？
　「年も明けたし、就職活動を始めるぞ！」「定年後、
しばらくのんびりしたけど、私の経験活せないだろう
か」「育児休業を取る予定だけど、その間の収入はど
うなるのかしら？」
　お仕事探しをしている皆さまのために、ハローワー
ク羽咋では、さまざまな求人を公開し、会社への紹介
を行っています。
　そのほかにも、介護や育児で会社を休業している人
への「介護休業給付」や「育児休業給付」、スキルアッ
プを目指す人への「教育訓練給付」など、現在お勤め
している人が安心して勤め続けていけるような制度も
運用しています。

◆ 今年は「亥（イノシシ）年」です！

　「亥」にまつわることわざを就職活動にも当てはめ
てみました。

●「猪見て、矢を引く」
　「事が起こってから、慌てて対策を講ずる」の意味
です。自分が就きたい職種の資格を取得する、企業の
情報を収集するなど、就職活動に事前の準備は不可欠
です。まずはハローワークで求人票を見てみませんか？

●「猪突猛進」
　「がむしゃらに進む。」「容易に止まらない」という
意味です。就職活動は自分が思う方向にしっかり前進
することが重要ですが、時には立ち止まりじっくり考
えることも大切ですよ。
　就職について、わからないことがあったり、悩んだ
ときには、お気軽にハローワーク羽咋でご相談くだ
さいね。

　

•
弁
護
士  

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
仙
台
高

等
検
察
庁
検
事
等
を
歴
任
。
現
在
は
「
あ
す
な
ろ
法
律

事
務
所
」
を
開
設
し
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛

知
学
院
大
学
の
教
授
も
務
め
て
い
ま
す
。

問ハローワーク羽咋　☎ 0767-22-1241

改
正
相
続
法
に
お
け
る
故
人
の
預

金
の
引
き
出
し
に
つ
い
て

Ａ
：
先
月
号
に
引
き
続
き
、
改
正
相
続
法
の
改
正

点
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
今
回
は
「
遺
産
分

割
前
の
預
貯
金
債
権
の
行
使
」に
つ
い
て
で
す
。

　
　
「
亡
く
な
っ
た
親
の
銀
行
口
座
が
凍
結
さ

れ
て
現
金
が
引
き
出
せ
ず
、
葬
式
費
用
が
無

く
困
っ
て
い
る
」「
亡
く
な
っ
た
夫
の
口
座

か
ら
お
金
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
当
面

の
生
活
費
が
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
遺
族
の
当

面
の
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
、
遺
産
分
割

協
議
が
終
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
預
貯
金
の

引
き
出
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

方
法
は
、
次
の
二
つ
で
す
。

　

①
家
庭
裁
判
所
に
仮
分
割
の
仮
処
分
を
申
し

立
て
る
方
法　

生
活
費
や
葬
儀
費
用
、
相

続
税
の
納
税
資
金
な
ど
が
必
要
な
場
合
、

他
の
相
続
人
の
利
益
を
害
し
な
い
範
囲

で
、
裁
判
所
が
預
貯
金
の
仮
払
い
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
た

だ
し
、
調
停
や
遺
産
分
割
の
審
判
の
申
し

立
て
が
前
提
に
な
る
の
で
、
手
間
と
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

　

②
一
定
の
割
合
に
限
り
、
家
裁
の
判
断
を
経

な
く
て
も
預
金
が
引
き
出
せ
る
方
法
（
上

限
が
あ
り
、
法
定
相
続
分
の
３
分
の
１
ま
た
は

法
務
省
令
で
定
め
る
額
）「
標
準
的
な
当
面
の

必
要
生
計
費
、
平
均
的
な
葬
儀
費
用
な
ど

事
情
を
勘
案
し
て
預
貯
金
債
権
者
ご
と

に
」
と
定
め
ら
れ
、
概
ね
、
１
０
０
万
円

位
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

た
と
え
ば
、
亡
く
な
っ
た
母
親
名
義
の

預
貯
金
が
９
０
０
万
円
あ
っ
た
と
し
て
、

相
続
人
が
子
ど
も
３
人
の
場
合
（
父
親
は
既

に
故
人
）、
９
０
０
万
×
３
分
の
１（
法
定
相

続
分
）
×
３
分
の
１
＝
１
０
０
万
円
ま
で

引
き
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
々

の
子
ど
も
た
ち
に
手
元
の
資
金
が
無
く
て

も
、
母
親
の
口
座
か
ら
各
自
１
０
０
万
円

を
下
ろ
し
た
お
金
で
葬
式
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　　
　

法
改
正
の
背
景
に
は
、最
高
裁
判
決
の「
遺

産
の
預
貯
金
は
、
当
然
に
は
分
割
さ
れ
ず
、

遺
産
分
割
の
対
象
と
な
る
」
と
い
う
、
従
来

の
考
え
を
変
更
し
た
決
定
が
あ
り
ま
す
。
預

貯
金
も
、
遺
産
分
割
し
な
け
れ
ば
、
相
続
人

は
自
分
の
法
定
相
続
分
の
預
貯
金
の
返
還
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
な
っ
た
の
で

す
。
こ
の
結
果
、
資
金
力
の
あ
る
相
続
人
が

有
利
に
遺
産
分
割
の
交
渉
を
進
め
、
手
元
資

金
が
な
い
相
続
人
は
、
早
く
資
金
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
不
利
な
遺
産
分
割
で
も
了
解
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
改
正

は
、
こ
う
い
っ
た
理
不
尽
な
遺
産
分
割
の
主

張
を
解
決
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
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